
【第３回】五福谷地区遊砂地整備に係るワークショップ 開催結果報告

第3回テーマ：提言書をまとめよう！

● 令和4年2月21日（月）に「第3回五福谷地区遊砂地整備に係るワークショップ」を国土交通省宮城南部復興事務
所と丸森町の共催により行いました。

● 第3回目となる今回のワークショップでは、これまでの2回のワークショップで挙げられた意見や考えを整理した
「遊砂地整備に係る提言書（案）」の修正点について意見交換を行い、提言書をとりまとめました。

● 東北大学柴山准教授と参加者の間で、これまでのワークショップのふりかえりや地域にあるとよいもの、伝えたい
災害教訓などについて意見交換を行いました。

東北大学・柴山准教授との意見交換

ワークショップ形式で、以下の意見交換が実施され
ました。
① 丸森地区河川防災ステーションに関する情報提供
② これまでのワークショップの評価（進め方、意見
の出しやすさ）

③ 維持管理を全て国、県、町が行うと仮定した場合
に、遊砂地とその周辺にどのようなものがほしい
か（５つ）

【ワークショップの開催計画】

＜第１回＞
・令和3年11月8日（月）
・テーマ：
遊砂地でしたいこと、
あると良いものについて

＜第２回＞
・令和3年12月20日（月）
・テーマ：
現地視察、遊砂地の利活用
アイデアの具体化に向けて

＜第３回＞
・令和4年2月21日（月）
・テーマ：
提言書案、提言書の最終確
認の方法について

＜手交式（丸森町役場）＞
令和4年3月4日（金）
8：45～9：15

住民代表から丸森町長へ
提言書を手交 東北大学 柴山明寛 准教授との意見交換の様子（写真4）

＜第3回 ワークショップ参加メンバー＞

・住民代表者：行政運営推進員等 7名 ・アドバイザー：東北大柴山准教授 ・オブザーバー：宮城県 ・ファシリテーター：日本工営（株）

「遊砂地整備に係る提言書（案）」の修正点や今後の課題について意見交
換が行われました。

○柴山准教授との意見交換で挙がった主なご意見
・五福谷地区や周辺で発生した土砂・洪水氾濫の
特徴を伝える仕組みを整備してほしい。

・河川堤防に沿った遊歩道があると良い。

○柴山准教授によるワークショップの総括
・河川防災ステーションと遊砂地の連携、災害伝
承を目指していきたい。

・今後も住民の皆様のご意見を伺いたいながら、
丸森町の復興に携わりたい。

今回

○遊砂地整備に係る提言書（案）への主な修正意見

・内容については案のとおりでよいと
思う。

・維持管理に係る提言については、住
民の高齢化や参加者の減少等の現
状も表現してほしい。

・提言書には、被災前に比べ住家がな
くなってしまったことも示してほ
しい。

・「楓」よりも「もみじ」と記載する
ほうがよい。

・掲載している写真のタイトルを「五
福谷地区周辺」、「丸森地区の景
色」と修正してほしい。

・掲載している被災した地区の写真と
一緒に、被災前の状況を示す写真
を併せて掲載してほしい。

・丸森町の景色写真は内川流域が入る
写真があれば差し替えてほしい。

・余白があるので、写真やイラスト等
を工夫して読みやすくしてほしい。

ワークショップの様子（写真1、2、3）


